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船舶居住設備 の歴史的変遷

種 村 眞 吉

1.は じめに

本論の目的は船舶の居住設備がどういう理由で変化 して来たかと云 う過程 を

たどってその中の必然性を見極 めて、将来 この分野の仕事に携 さわる方々の参

考 にする為である。

ここで述べよ うとす る内容は船舶の約90%を 占める貨物船の乗組員の居住設

備 についてであって、どちらかと云 えば例外的 な客船についてのものではない。

2.船 上 の生 活 の 陸上 生 活 との 関連 性 と特 殊性

人間は陸の動物であり、陸と同様 な生活 を海上でも読けようとする基本的 な

意識 を持つている。此様 な理由から陸上の生活の変化 は直接海上の生活 に影響

を与 える。然 し後 に記す様 な海上の生活の特殊性から全部が全部陸の生活 を海

上生活 に持 ち込める訳ではなく自ず から限界 がある。

陸の生活の進歩発展は近々この100年 で,1760年 に英国に初まり1830年 にか

けて欧州諸国に波及 した産業革命以降であり,そ れ以前は一般民衆の生活 も極

めて貧 しいシンプルで質素なものであった。'

此産業革命以後急速に発展 したものとして紡織機,製 鋼,船 舶,鉄 道,電 気

的諸製品等 があげられる。

陸上の物質的生活の進歩の外に居住設備 が質的 に向上 した背景 として,産 業
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革命の進展 につれて資本主義体制が完成 し,労働社会問題 が発生 した事,又1789

年 フランス革命当初人権宣言が出さ れ人民の自由,平 等の権利が主張 されて民

衆の意識の変革がなされて下級船員の居住設備等も無視出来なくなって来 たと

云 う事があげられよう。

実際船舶の居住設備 が向上 し初めたのはこの約100年 前19世 紀の後半 からで

あり,大 体陸上の発展 と規を一 にしている。此様に陸上生活の変化は単 に物質

的 なものに限 らず精神面や思想の変化 も海上の生活 に直接反映す るのである。

だが此様 な陸上の生活内容の変化 は全面的には海上の生活 に反映出来ず自ずか

ら限界がある。 その海上の特殊条件 としては次のよ うなものが上げられるだろ

う。

(1)陸 上の人聞の営みには種々あるがこの内海上で難かしいものとして,生

殖をし,家 族団らんをし,子 供 を教育 し,シ ョッピングを楽 しみ,交 友とのコ

ミュニケー ションをはかり,情 報を得 ると云 う様 な事があげられる。此等の事

項 を考 えてみると一つの共通項 が見つかる。それは船の生活は家族や友人,一

般社会から隔絶 された閉鎖社会だと云 う事である。

(2)海 上 に浮 かぶ構造物 として避けられぬのは動揺である,此 れの対策 とし

て海で使用する器物は陸上のものとは変ったものになる。

(3)海 上 には強い塩分を含んだ高い湿気 があり腐蝕の問題が重要となる。

(4)推 進するという事から前後部 がやせた特殊な形を している。

(5)時 化た海では,ビ ルの様 な波の中に船が突込み水の中に船が居 ると云 う

様 な事も珍 らしい事ではないから,水 密の為に窓は小 さく又上った波の早期排

除の為にキャンパーがあり,凌 波性を増す為にシヤーがある。

(6)船 の生活は仕事場 と生活 の場が直結 していて,し かも船は四六時中動い

ているから夜中のワッチ もあり,暴 風雨や機関の故障等の非常事態 には公私の

生活を完全に切離す事は出来 ない。

(7)動 くものであるから振動,騒 音から完全 に隔離する事は非常 に難かしい。
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(8)前 項同様動 くものであり,又 近項は速 力も早 くなって来ているので数日

で熱帯から寒帯へ とい う様 に極めて気候の変化 が激 しい。

此様 な制約があるけれども陸上生活 と海上生活は密接 な関連があり,海 上生

活 は陸上生活の変化 にっれて変 りつづけて行 くであろう。

3.帆 船時代 の居住 設 備

帆船 といっても遠いバイキング時代の船には勿論居住設備 らしいものは見当

らない。居住設備 らしいものが出現するのは1492年 のサンタマリア号等の航洋

帆船が発達 してからの事である。此様 な帆船が練習船を僅かに残 して殆んど姿

を消 してしまい,又 帆船の居住設備 に関する文献も極 めて少なく,充 分な考証

をなす事は難 かしいが,そ の僅かな文献及び逆 に帆船時代のしきたりを色濃 く

残 していた第2次 大戦前の船舶居住設備 から以下記す様 なものであった と類推

されるので ある。

帆船 というと非常にロマンチ ックな感 じを持つが居住設備の面から見れば極

めてお粗末 なものであった。

THELOREOFSHIPSに よれば ミ17世紀の中項迄乗組員は特別 な居住

区を持 たず彼等は裸の甲板上 に眠 るか又は彼等自身の為の場所を見付 けねばな

らなかった。食事は食卓 も椅子 もない甲板上でなされた。なと記 されている。

「オモテ」 という船乗 り言葉がある。これは船首を意味す ると同時に水夫 を

指す言葉 として第2次 大戦後迄広 く船で使用 されていた。この由来は水夫の居

住区が帆船時代 には船首楼内にあった為に出来た言葉で,後 に船の中央部の甲

板室や船尾楼内にあってもこの様 に呼称 した。

英国の海洋作家で元船長のジョセ ブ ・コンラツド(1857～1924)の 「ナーシ

サス号の黒人」 を見 ると19世紀末の航洋帆船(商 船)の 実態が良くわかるので

あるが,こ れによると水夫の居住区は船首楼内にあり,そ こにはバウスプリッ

ト(斜 穡)の 根本がとび出 し,ア ンカーチェインがあり,舷 側には二重寝台が
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並 び,卓 子 や 椅 子,ベ ンチ は な く床 に は チ ェ ス トや 寝 具 の束 が あ り,照 明 は オ

イ ル ラム プで,ハ ンモ ッ ク も用 ひ られ て い た事 が わ か る。 ハ ンモ ッ ク は英 国 海

岸 で19世 紀 の 初 め か ら用 い られ て い た 。

有 名 な高 速 帆 船 カ テ ィー サ ー ク は1870年 に処 女 航 海 に 出 た が,こ の 船 の ア レ

ンジ メ ン トか ら見 る と前 記 の 状 況 は 大 分 改 善 され て い て,水 夫 の 室 は船 首 下 甲

板 及 び 上 甲板 中央 部 の2つ の 甲板 室 内 に な っ て い て,こ の 甲板 室 の居 住 区 で は

両 舷 側 の 壁 に二 重 寝 台 が船 首 尾 方 向 に並 び室 の 中 央 に は テ ー ブ ル とベ ンチ が 設

け られ て い る。

一 般 に士 官 の 居 住 区 は ク ォー ター デ ッキ(船 尾 甲 板)に あ っ た
。 士 官 の居 住

区 と い え ど も決 して 良 く は な く,船 長 室 は最 後 尾 に あ った 。

1878年 に建 造 さ れ た ス ウ ェ ー デ ンの バ ー ケ ン タ イ ン型 帆船 の 船 室 を見 る と船

長 に は居 室 と寝 室 が あ る が二 っ の 士 官 室 は一 つ はベ ッ ドとロ ッカ ー と シ ー トで,

一 っ は二 重 寝 台 と上 下2段 に仕 切 っ た ロ ッ カー で あ り
,こ の 両舷 に向 か い あ っ

た 室 の 間 に メ ス テ ー ブ ル とベ ンチ の あ る メ ス ル ー ム が あ るだ けで あ る 。 船 長 の

居 室 も ソ フ ァー と テ ー ブ ル,寝 室 もベ ッ ドと ロ ッカ ー とチ ェス ト程 度 で 大 し た

装備 品 は見 受 け られ な い。 すべ て ベ ッ ドは 船 首 尾 方 向 に配 置 され て い る 。 エ ン

ジ ン も無 線 も な い 帆 船 で は 甲板 士 官 の みで,上 記 の 様 に士官 の数 も少 な か っ た。

前 記 の 諸 船 の 士 官 居 住 区 は サ イ ドツ ー サ イ ドに船 尾 楼 内 に設 け られ て い た が,

カテ ィー サ ー クで は 船 尾 の 甲板 室 に士 官 居 住 区 が設 け られ,室 内 の 装 備 品 は ベ

ッ ド,ソ フ ァ ー,チ ェ ス ト,洗 面 台 と第2次 大 戦 前 の 船 内 装備 品 と極 め て似 通

った も の に な っ て い る。

便 所 は カテ ィー サ ー ク に 船首 両 舷 と後 部 士 官 居 住 区 の 甲板 室 に あ る以 外 は見

当 らな い 。 前 に記 した 様 に睦上 の 生 活 実 態 は船 上 の生 活 に反 映 して お り,19世

紀 で も ま だ 世 界 の 花 の 都 パ リで さ え便 所 は 充 分 に装備 さ れず 窓 か ら寝 室 用 便 器

の 汚 物 を 街 路 に投 げ捨 て,立 小 便 は普 通 で,街 路 は 悪 臭 が充 満 して い た と い う

か ら,船 で も船 外 に直 接 放 出 して い た と云 う事 は 充 分 推 察 出 来 る 。神 戸 商 船 大
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学 の 杉 浦教 授 に よ れ ば,高 級 士 官 は お ま る,一 般 船 員 は舷 側 に ぶ ら さ が っ て 用

を た した と記 され て い る。 然 しブ ヨー ンラ ン ドス トロ ー ムの セ ー リ ン グ シ ップ

ス に よれ ば,17世 紀 の 商 船 で船 尾 に鎧 張 で か こ わ れ た士 官 用 の便 所 が あ るの が

見 られ る。

一 方 風 呂 に関 して は
,当 時 は フ ラ ン スの 上 流 階 級 す ら風 呂 に は減 多 に入 ら な

か っ た 時代 で あ り,勿 論 そ の様 な陸 の 状 態 で あ る か ら水 の極 め て貴 重 な船 内 に

風 呂 は な か っ た。 現 在 の様 に造 水 装 置 も な く航 海 日数 が長 く且 つ 風 ま かせ で 明

確 な 日数 を算 定 出 来 な か っ た 帆 船 で は,積 ん だ水 は そ れ き りで 貴 重 な もの で あ

っ た 。 この 習 慣 は戦 前 あ商 船 で も実 に色 濃 く残 っ て い た。

凡100年 前 ア メ リ カ に 向 っ た咸 臨 丸 で は,1人1日 初 め は3.6β ・航 海 の

中 頃 か らは1人1日1.8β で,こ れ で米 を炊 き,お 茶 迄沸 か した。

厨房 は約1350年 程 前 地 中海 を航 海 して い た商 船 に タ イル で 舗 装 され た 調 理 室

を も った もの が あ っ た。 厨 房 は 前 出 の ナ ー シサ ス号 で も あ っ た が,水 夫 の メ ス

ル ー ム 又 は食 卓,ベ ンチ 等 は な く,水 夫 が 堅 い 船用 の パ ン を 甲板 上 で 足 を な げ

出 して 食 べ る情 景 が描 写 され て い る 。

帆 船 は産 業 革 命 が可 成 り進 ん だ19世 紀 中 程 迄 は総 べ て木 造 船 で あ っ た 。 そ の

船 室 の構 造 は外 板 側 や 甲板 室 の側 壁 に は 内 張 材 が あ る が天 井 は内 張 が な くビ ー

ム や ブ ラケ ッ トは む き出 しで あ っ た 。

仕 切 は核 板 か鏡 板式 で,塗 装 はペ イ ン ト又 は ニ ス仕 上 で あ っ た。

甲 板 の木 材Q間 は オ ー ク ム を嗔 隙 し ピ ッチ を流 した 。

室 内 の配 置 は船 体 の ヒー ル を考 慮 して 寝 台 は殆 ん ど船首 尾 方 向 に配 置 さ れ て

い て,ト ラ ンス バ ー ス 方 向 の もの は極 め て 少 い。

ロ ッカ ー は 士 官 用 で も上 下 二 段 の 小 さ な もの で あ り,船 長 で も現 在 の 片 開 き

の ワ ー ドロ ー ブ程 度 の 大 き さで あ る。 水 夫 はチ ェ ス トで ッカ ー は な か っ た 。

船 長 室 に は食 卓 もあ った が17世 紀 の ス ウ ェー デ ンの戦 盤 バ ー サ 号 の もの 等 を

見 る と ソ リ ッ ド材 製 の 粗 末 な もの で あ る。
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家 具 類 は 堅木 の ソ リ ッ ド材製 で,構 造 は 枠組 の 鏡 板 構 造 で,そ の 為 材料 の伸

縮 に対 す る に げ と して モ ー ル デ ィン グ が 多 く用 ひ られ て い る。

船 室 には給 排 水 設 備 は な く,通 風 は 自然 通 風 で 従 っ て窓 や 船 室 扉 に は べ ネ シ

ァ ンを 良 く用 い て い る。

照 明 は オ イ ル ラム プ で あ った 。

現 在 の 船 で 大 き な問 題 と な っ て い る騒 音 や振 動 は機 械 の 殆 ん ど なか った 帆船

で は勿 論 問 題 には な ら なか っ た。

木 造 帆 船 の 船 乗 りに とっ て 恐 か っ た の は 船体 を蝕 ばむ 船 食 虫 や 鼠 で あ っ た ろ

う。 鼠 は伝 染病 の 媒 体 と して も 又 積 荷 を い た め る事 か ら も長 い航 海 の 帆船 で は

恐 れ られ た 。

今 迄 記 して 来 た事 で も明 らか な様 に そ の建 造 年 代,船 の大 き さ,国 別 等 に よ

り差 が あ る と同 時 に後 期 に な り陸 上 の生 活 状 態 の 改 善 され る につ れて 居 住 設備

が充 実 して 来 て い るの が わ か る。

4.第2次 世 界 大 戦 前 の 居 住 設 備

昭 和 の 初 め 頃 まで の 船員 の 居 住 設 備 に は 多分 に帆 船 時 代 の 遺 物 が残 って い た 。

明治 維 新 は1868年 で,船 は木 船 か ら鋼 船 へ と移 る丁 度 過 渡 期 の鉄 船 の 時 代 で

あ り,鉄 船 の最 盛 期 が1850年 か ら約20年 間 で あ っ た か ら此 最 盛 期 の終 りに 当 っ

て い た と い え よ う。 又 此 時 代 は 帆 船 か ら蒸 気 船 に移 る過 渡 期 で も あっ た。

1765年 にワ ッ トは蒸 気機 関 を改 良 し,1783年 に ジ ュ ー フ ロ ワ ・ダバ ン ス は 蒸

気 船 を運 航 して お り,幕 末 日本 が オ ラ ン ダや イ ギ リス か ら航 洋 の 洋 式 船 を買 っ

た 時 に は既 に蒸 気 機 関 は実 用 化 さ れて い た 。

幕 府 が オ ラ ンダ か ら買 っ た 咸 臨 丸 は1857年 に竣Lし た 船 で 長 さ50m幅7m25

で300t叫100H⊃ の シ ング ル ス ク リュ ー で備 砲12門 を備 えて い た。 此 船 が遺 米

使 節 に随 行 した時 は此 小 さい 船 に約90名 が乗 っ た とい うか ら,ガ ンデ ッキ にハ

ンモ ッ ク を 吊 っ て 居住 した の で あ ろ う。
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ワットが蒸気機関を改良 してから約90年 で最早帆船は徐々に駆逐 され初めて

いた。

鋼製の船が日本で建造 されるようになったのは明治も中頃の23年 に軟鋼材が

輸入 され大阪商船の筑後川丸が建造 されたのが第1船 であり,そ れ迄は木船,

木鉄混交船,又 は鉄船であった。鋼製の船が出て来てから船舶は急速 に大型化

する。

推進方法 としての帆は完全 に駆遂 されスチームレシプロエ ンヂ ンからター ビ

ンへ更 にデ ィーゼルエ ンジンへ と変って行 く。

デ ィーゼルエ ンジン演発明 されたのは19世 紀末の1893年 であり,船 舶の機関

として使用 される様 になったのは大正末期である。

船体構造は鋲構造だった。

室内の設備 は既 に帆船最後期のカテ ィーサークの例 からも可成 り士官 クラス

は現代のものに似て充実 してきていたし,明 治期 には陸上の生活程度 もそう急

激に大 きな変化 も現代程なかったから,そ の反映 としての船舶の居住設備 もク

リッパーのものからそう変化 しなかっただろうと考 えられる。

属員は相変 らず大部屋であったが機関が装備 される様 になると,甲 板部 と機

関部は部屋が分けられるようになった。

4-1ア レンジメン トの特徴

4-1-1居 住区の全体配置

居住区の位置は属員の居住区 も船首部か ら中央部や船尾部 に移 り,士 官は中

央部の船楼の上方 に,又 船長は操舵室のす ぐ下に置かれるのが一般になった。

外国船で属員の居住区を中央部の士官居住区から離 して船首や船尾に設 ける

のは下級船員 に外国人 を使用す るので反乱に対する防衛的意味 もあったようで

ある。日本の一般貨物船の中央部居住区画では下部が属員で上部 に士官居住区

があり,日 本船は同一民族 が乗組むために中央部に全居住区 をまとめる。

居住区画の平面的構成は機関室囲壁を囲んで通路がありその外側 に居室,公
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室 を配 置 す る。

士 官 用 の サ ル ー ンは 大 て い ブ リ ッヂ デ ッ キの 船首 側 に あ り,そ の近 く にサ ル

ー ンパ ン トリ ー を設 け た。 レイ テ ィ ン グス メ ス ル ー ム は ギ ャ レ イ の そ ば に設 け

られ たQ

ギ ャ レー は 上 甲板 の 機 関 室 囲 壁 の 船 尾 側 に あ っ て パ ン トリー と の距 離 が遠 く

動線 か ら見 て も極 め て 非 能 率 的 で あ っ た 。

士 官 の居 室 は ブ リ ッヂ デ ッキ の 両 舷 側 及 び そ れ よ り上 部 の デ ッキ の 外 壁 に そ

って 配 置 され 最 上 部 に操 舵 室,海 図 室 が 置 か れ た。

属 員 居 住 区 は上 甲 板 の 機 関 室 囲 壁 を通 路 を隔 て て 前部 と両 舷 に コの字 型 に配

置 さ れ た 。

タ ンカ ー で は 中央 部 に 甲板,通 信 士 官 及 び ダ イ ニ ン グサ ルー ン とパ ン トリー,

プー プ に は 上 層 にエ ンヂ ン関 係 の 士 官,そ の下 部 の上 甲 板 に甲 板,機 関 等 の 属

員 の 居 室 が エ ン ジ ンケ ー シ ン グ を囲 う形 ち に配 置 され た 。

ギ ャ レ イ は プ ー プ デ ッキ の 最 後 部 に あ り,中 央 部 と プー プ は フ ライ ン グ ブ リ

ッジで 連 路 され て い た が動 線 上 は大 変 非 能 率 的 で あっ た。

4-1-2私 室 の 配 置

ベ ッ ドは船 首 尾 方 向 に配 置 され るの が原 則 で あ った が こ れ は 帆 船 の伝 統 が そ

の ま ま残 っ た もの と思 わ れ る。 ベ ッ ドの 位 置 は 舷側 が わ よ り内 部 通 路 が わ が原

則 で,こ れ は 動 揺 時 舷 側 が わ は角 速 度 が大 に な り,且 衝 突 等 の事 故 の 時 の危 険,

又舷 側 が わ は ス ウ ェ ッ トが溜 り易 く湿 気 る と云 う事 を考 慮 す れ ば 妥 当 な事 で あ

ろ う。 又 船 に は トリム が あ る か ら船 首 が わ を頭 と した 。 この よ うに船 首 尾 方 向

で且 内 部 通 路 が わ とい う配 置 で あ る か ら,寝 台 が仕 切 板1枚 を 隔 て て 隣 り合 う

とい うケ ー ス は お こ りに くか っ た 。

入 口 は入 って 来 た 人 間 に い き な り危 害 を加 え られ ない よ うに必 らず ベ ッ ドの

足側 に設 け る よ う に した 。

書 机 は 船 首 側 又 は 船 尾 側 か ら使 用 す る様 に設 けた 。 こ れ は ロ ー リ ン グ に対 し
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ふ ん ば りが き く事 と,抽 斗 が 飛 出 しに くい 事 が理 由 で あ った 。 又 舷 窓 か らの 光

線 を 左 手 か ら受 け る よ う配 慮 した が こ れ は 照 明 の発 達 した現 在 で は意 味 が な い。

舷 窓 か らの 光 線 は 余 り に弱 す ぎて例 え ば読 書 に必 要 な最 低75ル ク スの%～%位

しか な い。

折 タ タ ミ式 洗 面 台 又 は ウ ォ ッ シュ ス タ ン ドが 士 官 ク ラス に設 け られ た が,こ

れ も船 首側 又 は 船 尾 側 よ り使 用 す る よ うに取 り付 け られ た。 これ は ロ ー リ ン グ

時 洗 面 鉢 の 中 の水 が手 前 に溢 れ た り,又 は先 か ら流 れ て しま わ な い為 と 同 時 に

洗 面 者 の ふ ん ば りを きか す 為 で あ っ た 。

本 箱,本 棚 は 船 首側 又 は 船 尾 側 の 壁 に出 来 る丈 設 け た。 こ れ は ロー リ ン グ時

本 が 落 下 せ ぬ 為 で,本 は重 い の と且 比 較 的 高 い処 に あ る ので 落 ち る と危 険 な為

で も あ った 。

4-1-3公 室 の 配 置

ダ イニ ング テ ー ブル は トラ ン スバ ー ス方 向 に配 置 す るの が原 則 で,こ れ は ロ

ー リ ン グ時 に脚 が ふ ん ば れ る様 にす る為 で あ っ た
。 又 キ ャ ンパ ー が きっ い場 合

テ ー ブル が水 平 だ とサ イ ドに近 い者 は足 が床 に と ど か な くな る の で テ ー ブ ル を

水 平 で な くキ ャ ンパ ー の半 分 を か え す様 に した 。

4-1-4浴 室

浴 槽 は 長 手 方 向 を船 首 尾 方 向 に配 置 す る。 これ は ロー リ ング時 に湯 が溢 れ に

く くす る為 で あ る。 更 に浴 槽 に は上 り湯 槽 がつ い て お り,浴 槽 は海 水 で 上 り湯

槽 は真 水 で あ っ た か ら,浴 槽 の 溢 れ た水 が上 り湯 槽 に入 らぬ様 に上 り湯 槽 の縁

は浴 槽 の縁 よ り高 く した。

4-1-5便 所

大 便 器 の 配 置 は トラ ンス バ ー ス の 向 き に配 置 す る。 も し船 首 尾 方 向 に配 置 す

る と 日本 式 便 器 の 場 合 ロー リ ン グ時 に尻 が 振 れ て ウ ン コ を側 に引 つ か けて 汚 し

易 い。

4-1-6厨 房

一38一



レ ン ジ,ラ イ ス ボ イ ラ ー,ス ー プ ケ トル は何 れ も船 首 又 は 船尾 が わ に向 か っ

て使 用 す る様 に配 置 す る。 これ は ロ ー リ ン グ時 に烹 炊 中 の熱 湯 や 熱 汁 が 手 前 に

溢 れ て 火傷 す る の を防 ぐ為 で あ る。

ク ッキ ン グ テ ー ブ ル も上 記 と同様 に配 置 す る が,こ れ は匁 物 を持 っ た 状 態 で

は 身体 の 安 定 を良 くす る事 が大 切 で あ り脚 をふ ん ば って 安 全 を保 て る よ うに す

る為 で あ る。

ドレ ッサ ー,シ ン ク も ロ ー リ ン グ時 の 溢 水 を避 け る為 上 記 と同様 に配 置 す る。

パ ン トリー の 諸 設 備 の 配 置 も この 原 則 に 倣 う。

4-1-7階 段

船 首 尾 方 向 に配 置 す る の が 望 ま しい。 こ れ を トラ ンス バ ー ス に配 置 す る と,

階段 の 勾配 は法 規 に は60° 〉 とい う事 に なっ て い て,ロ ー リ ン グが 片 舷30°位 に な

る の は 珍 ら しい事 で は ない か らそ う な る と約90° に な り垂 直 で 且 つ 踏 板 が約30°

位 滑 り落 ち る方 向 に傾 斜 す る事 に な り,殊 に降 り る時 は振 りと ば され そ うに な

り極 め て 危 険 で あ る 。

階段 の踏 面 は キ ー ル に対 し平 行 で あ る。

4-2船 内 造 作

仕 切 壁 は25t×125の 核 板 で 臼ペ イ ン ト仕 上 げで あ っ た 。

通 路 側 仕 切 壁 に付 く扉 は シ ング ル の もの と ダブ ル の もの と二 種 類 が あ っ た。

扉 は 枠組 の 鏡 板 構 造 で シ ン グ ル の もの は扉 の下 部 又 は上 部 と下 部 の鏡 板 部 に通

風用 の ネ ッ トや ベ ネ シァ ン ル ー バ ー が も うけ られ る か,上 部 パ ネ ル にデ ィス ク

ベ ンチ レー ター が設 け られ る もの も あ っ た 。

舷 側 内 張 は16t×125の 核 板 で 上 中 下 に4本 の横 根 太 を入 れ て 堅張 り され 臼 ペ

イ ン ト仕 上 げで あ っ た。 舷 窓 部 に は木 製 の 舷 窓 枠 が嵌 込 まれ,舷 窓 枠 の 下框 に

は真 鋳 製 の ドリ ップ パ ン と水 返 しが取 付 け られ た 。 当 時 は 内 張 内 に ス ウ ェ ッ ト

ガ ッ ター も な く従 っ て ドリ ッ プパ ンか ら ス ウ ェ ッ トガ ッタ ー に ドレイ ン を落 す

ドレ ンパ イ プ も な か っ た 。 舷 窓 枠 に はべ ネ シ ア ン ウ イ ン ドウ を 内側 に設 け る事
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も あ る。 これ は 内 張 内 に落 し込 む か,ヒ ンジ で 開 くか した 。

仕 切 や 内張 に は腰 板 が張 ら れ る事 が あ っ た。 又 サ ル ー ンや 船 長 室 等 の 高 級 室

の 場 合 は核 板 張 の か わ りに鏡 板 構 造 に す る場 合 も あ っ た。

天 井 は サ ル ー ンや 船 長 室 等 の 高 級 室 で は ビ ー ム を カバ ー す る か,更 に 落 し込

ん で 甲板 下 面 にパ ネ ル を張 る こ と も あ っ た 。 一 般 の 士官 以 下 は 天 井 内 張 は な か

っ た。

床 は居 住 区 内 部 は25tの デ ッ キ コ ムポ ジ シ ョ ンや木 甲板 で 室 外 の 居住 区 廻 り

の 曝 露 甲板 に は す べ て50t～65tの 木 甲板 が張 られ た。

公 室 や 船 長 室,上 級 士官 室 等 の 床 に は リ ノ リ ュ ー ム が は られ る事 も あ っ た 。

木 造 の デ ッキ ハ ウ ス も か な り後 まで つ く られ た。 例 えば操 舵 室 は初 め は曝 露

で あ っ たが 覆 い がっ け られ る よ う に な る と磁 気 羅 針 儀 が用 い られ て い る間 は木

製 で あ り,こ の よ うな 甲板 室 の 窓 は木 製 の 角窓 で あ っ た。

この 時 代 の 造 作 は ソ リ ッ ドの 木 材 が 用 い られ た の で 木 材 の 伸 縮 を逃 げ る為 多

くの モ ー ルデ ィ ン グ が用 い ら れて い た 。

4-3各 室 装 備 品 とそ の 特 徴

装 備 品 は殆 ん どす べ て ソ リ ッ ドの木 製 で 鏡 板 構 造 で あ っ た。 従 っ て造 作 と同

様 木 材 の伸 縮 を に げ る為 に モ ー ル デ ィ ン グ を 多 く用 いた 。

材料 は楢,桜,塩 地,チ ー ク,マ ホ ガ ニ ー 等 の 堅木 で,仕 上 げ は ス テ イ ン し

ラ ッ ク仕 上 で あ っ た 。

船 舶 用 家 具 の 特 徴 と して 陸 上 の もの よ り繰 返 し荷 重 が か か った り,掴 ま っ た

り,ぶ つ か っ た りす る事 が あ り,又 船 の 耐 用 年 数 も40年50年 と長 か っ た為 頑 丈

で,そ の た め 陸 上 の もの よ り木 柄 は大 きい の が一 般 で あ っ た 。

椅 子 を除 きす べ て家 具 は 固定 式 で 壁 又 は 床 に取 付 け た 。船 内 は スペ ー ス が狭

い の で 有 効 に使 う必 要 が あ り出 来 る丈 折 畳 ん だ り,コ ムパ ク トに出 来 る よ うに

した 。 又 動 揺 に よ り物 が 落 ち た り,抽 斗 が 飛 出 した り しな い様 に転 び 止 め ,閂,

ラ ッチ 等 をつ け た 。
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4-3-1ダ イ ニ ング サ ル ー ン

ダ イニ ング テ ー ブ ル には 四 周 に フ ィ ッ ドル ガ ー ドをつ け た 。

ダ イニ ン グチ ェ ア ー は レ ボ ル ビ ン グア ー ム チ ェ ア ー で あ っ た 。 テ ー ブル が フ

ロ ン ト面 に沿 っ て 配 置 さ れ て い る場 合 は フ ロ ン トの 壁 に沿 っ て ロ ン グ シー トを

設 け て その 側 の 椅 子 をや め る場 合 も あ っ た。

サ イ ドボ ー ドは 室 の 広 さや配 置 に よ り二 つ あ る場 合 も あ っ た。 天 板 には 真 鋳

の パ イ プ製 の転 び 止 を設 け た 。 サ イ ドボ ー ドの 上 の 壁 面 には 大 きな鏡 をつ け る

の が一 般 で あ った 。

4-3-2キ ャプ テ.ンズ キ ャ ビ ン

ベ ッ ドの 下 部 に2～3段 の 抽 斗 を設 け た。 ボ ン ク をテ レス コー プ式 に引 出 し

ダブ ル ベ ッ ドに な る様 な もの も あ っ た。 ス プ リ ン グマ ッ トレス は 用 い な か っ た 。

又 ベ ッ ドの 上 方 の壁 に は ピ ロー ラ ッ ク及 び折 畳 式 ウ ォ ッチ ポ ケ ッ トを設 け た 。

デ ス クは ニ ー ホ ー ル デ ス ク で,ニ ー ホ ー ルの 奥 に ロ ッカ ー が あ り,金 庫 を入

れ る場 合 も あ っ た 。

机 上 の 壁 に机 の 長 さの ペ ン トレ イ又 は 文 房 具 棚 をつ け た。

ブ ック ケー ス は 高 さ1800程 の上 下2段 に別 れ た形 式 で,上 段 は 硝 子 の 両 開 戸

の つ いた もの で あ っ た 。

レ ボ ル ビ ン グ ア ー ム チ ェ ア ー が デ ス ク用 に設 け ら れ た 。脚 に は荒 天 時 用 の チ

ェ ア ー フ ァス ナ ー や ス ク リュ ー ボ ル トをつ け た 。 荒 天 時 には テ ー ブ ル の 脚 な ど

に固 縛 され る こ と もあ っ た 。

シ ー トは大 が い コー ナ ー シー トを設 け た。 シー トは転 び止 め の つ い た 木 製 の

座 を壁 に沿 っ て設 け,下 は吹 抜 で フ ィ ン付 チ ュー ブ の ラ ジエ ー ター を置 く事 も

あ っ た。 背 面 に は背 の 高 さ に笠 木 をつ け,座,凭 れ共 ボ タ ン仕 立 の 置 布 団 で あ

っ た 。

洗 面台 は折 畳 式 で鉢 は桃 型 で 水 を流 す と同時 に折 畳 み 格 納 出 来 る様 に な っ て

お り,場 所 を と ら な い コ ンパ ク トな も の に な っ て い た 。 水 は 上部 に タ ン クが あ
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り毎 朝 ボ ー イ が 水 差 一杯 の 水 を補 給 した 。排 水 は下 部 の ロ ッカ ー 内 に汚 水 受 が

あ っ て その 中 に流 され た 。 上 部 の タ ン クの 入 っ て い る部 分 に鏡 が つ い て い て,

その 上 部 に トイ レ ッ トラ ッ クが つ い て い た 。

テー ブ ル が コー ナ ー シー トの 前 に置 か れ た 。 一 本 脚 で,脚 の 台 座 を ス ク リュ

ー ボ ル トで 床 に固 定 した
。

ワー ドロ ー ブ は 両 開 きで,扉 に は あ ほ り止 め の ス テ イ が つ け ら'れ,内 部 の棚

に は転 び止 め が っ け られ た 。

船 長 室 が デ イ ル ー ム とベ ッ ドル ーム に分 け られ る時 に は,ベ ッ ド,ワ ー ドロ

ー ブ
,フ ォ ル デ ィ ン グ ラバ ト リー は ベ ッ ドル ー ム に設 け られ更 に ドレ ッ シ ン グ

テ ー ブ ル及 び チ ェ アー が つ く事 も あ る。

4-3-3,セ ニ ア オ フ ィ サ ー ズ キ ャ ビ ン

ブ ッ クケ ー ス は 壁 付 の 両 開 きの 硝 子 戸 の つ い た小 さ な もの とな り,シ ー トは

コー ナ ー型 で な く,金 庫 は ない 。 ベ ッ ドは 引 出式 で な くワ ー ドロ ー ブ は片 開 き

の小 型 と な る他 は キ ャ プ テ ン と同 様 で あ る。

4-3-4ジ ュニ ア ー オ フ ィ サ ー ズ キ ャ ビ ン

デ ス クは 片袖 机 で あ る。

洗 面 台 は 丸形 洗 面鉢 で 非 使 用 時 に は ヒ ン ジ式 の蓋 が 出 来 る様 に な っ て お り,

下 部 の ロ ッ カー は棚 で 上 下 に仕 切 ら れ て い て,上 部 に汚 水 受 を置 き下 部 に は 水

差 を入 れ た 。

ブ ッ クケ イス は な く ブ ッ ク ラ ッ クで 転 び 止 と閂 の つ い た 棚 を設 け た 。

トイ レ ッ トラ ッ ク には デ カ ン ター や タ ンブ ラー が落 ちぬ 様 に そ れ を差 込 む 丸

い孔 が あ い た板 が つ い て お り,そ の 下 部 に洗 面 具 等 を置 く棚 がつ い て い た。 洗

面 台 の 上 部 の壁 面 に鏡 と共 に取 付 け た 。

書机 用 に レボ ル ビ ン グチ ェ ア ー が取 付 け られ た 。

シー トは ス トレ イ トタ イ プで,シ ー トの 前 にテ ー ブ ル は っ け な い。

以 上 の他 は セ ニ ア ー オ フ ィサ ー ス キ ャ ビ ン と同 様 で あ る。
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4-3-5シ ー メ ン ズ ク ォ ー タ ー

大 部 屋 で あ り10名 位 も入 った 。 ベ ッ ドは二 重寝 台 で 室 の 真 中 に テ ー ブ ル とそ

の 両 側 に木 の ベ ンチ が あ っ た 。 ロ ッ カー は 上 下2段 も し くは3段 の も の が置 か

れ各 人 は その 一 つ を使 用 した 。 トイ レ ッ トラ ッ クは設 け られ た 。

4-3-6厨 房

レ ン ジ は石 炭 焚 で あ っ た 。

スチ ー ム ラ イ ス ボ イ ラー は2台 で1台 は炊 飯,1台 は味 噌 汁 用 で あ った 。

鍋 棚,調 理 器 具 棚 が 設 け られ た 。

ク ッキ ン グテ ー ブ ル は両 側 か ら使 用 出 来 る様 に幅 の 広 い も の で,天 板 の 下 に

抽 斗 一 段 が つ き下 部 は 吹 抜 で グ レ ー チ ン グの棚 がつ い て い た。

ドレ ッサ ー シ ン クは ドレ ッサ ー 部 分 及 び2つ の シ ン ク共 木 製 の 上 を鉛 板 で カ

バ ー され て い た。

ア イ スボ ッ クス は 木 製 で 内 部 は亜 鉛 板 張 で あ っ た 。

4-3-7nン トリー

ドレ ッサ ー シ ン ク,ア イ ス ボ ッ ク ス が設 け られ る。 配 膳 台 は 上 部 抽 斗1段,

下 部 に ロ ッカ ー が あ る。皿 棚 は皿 を重 ね て も動 揺 で 落 ち な い様 に バ ー テ ィ カ ル

な ガ ー ドをつ け た。 ゴ ー ズ ワ イヤ ー 張 の 蠅 帳 を設 け,又 カ ップ用 に天 井 に フ ッ

ク をつ け た 桟 を設 け た 。

4-3-8浴 室

キ ャプ テ ンバ ス には 洋 風 浴 槽 を用 い る事 が あ っ た 。 わ か す の は スチ ー ム で わ

か した 。 腰 掛 け て 洗 う為 に フ ォル デ ィ ン グ シ ー トをつ け た 。

4-3-9ト イ レ ッ ト

掃 除 用 具 ロ ッ カ ー を設 け る。

大 便 所 の床 は 木 製 の 格 子 グ レー テ ィ ン グで あ った 。

4-4給 排 水 設 備

造 水 装 置 は 無 か っ た か ら水 は 船 の 清 水 タ ン ク に積 ん だ き り しか な か っ た。 前
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記 の様 に浴 室 、 便 所,厨 室,パ ン トリー を除 い て私 室 に は給 排 水 管 は な く,従

っ て私 室 の天 井 は其 等 の 配 管 も な く さっ ぱ り した もの で あ っ た。

4-5通 風 冷 暖 房 設 備

此 時 代 の船 に は暖 房 用 と して は ス チ ー ム ラ ジエ ー ター で あ り,冷 房 設 備 は な

く自然 通 風 の み で あ っ た 。 然 し300¢程 度 の舷 窓 が1箇 で は ま と も に風 を受 け て

も入 っ て来 る風 の 量 は しれ た もの で あ り,そ の 為 ウ イ ン ドス クー パ ー を舷 窓 に

つ け て航 走 時 に出 来 るだ け風 を と り入 れ る様 な 工 夫 は して い た 。 け れ ど も この

頃 の 船 は照 明設 備 が悪 い上 に こ の ウ イ ン ドス クー パ ー をつ け る と余 計 く ら く な

った 。

此 様 に舷 窓 の 主 た る 目的 は デ ス クの 配 置 で 記 した 様 に採 光 の意 昧 は 殆 ん ど な

く,通 風 と脱 出 口 と外 が 見 え る事 に よ る心 理 的 安 ら ぎを与 え る事 の 意 味 が 大 き

か った 。

4-6採 光 照 明 設 備

採 光 は 先 に内 張 の 処 で記 した 様 に ブ ロ ンズ 製 の300¢ 程 度 の舷 窓1個 で 現 在 の

もの よ り小 さ くて とて も こ こか らの 光 で仕 事 が出 来 る と い うも の で は な か っ た 。

発 電 機 が 製 作 され初 め た の は 明 治28年 か らで あ り,従 って 一 般 商船 の 照 明 が

電 化 され始 め た の も明 治 の 末20世 紀 に な っ て か らで あっ た ろ うと 考 え ら れ る。

電 灯 の使 われ 始 め た 時 代 に は 帆船 時 代 の照 明 が色 濃 く残 さ れ て い た と考 え ら

れ,オ イ ル ラ ン プ の か わ りに そ の位 置 に電 灯 が使 用 され た と考 え られ る。 電 灯

照 明 が一 般 的 と な っ て も非 常 用 と して は壁 付 の 筒 型 の ホ ヤ の つ い た ロ ー リ ン グ

ラ ンプ(オ イ ル ラ ンプ)で あ っ た 。

4-7装 飾 品 類

椅 子 や シ ー トの 上 張 りは モ ケ ッ トや皮 が使 用 さ れ,内 部 詰物 は 馬 毛,フ ァ イ

バ ー ,棕 桔 毛,椰 子 毛,綿,藁,カ ポ ッ ク等 が使 用 され た。

マ ッ トレ ス に は 藁 布 団 が 用 い られ た 。

カ ー テ ンは 出 入 ロ カ ー テ ン,舷 窓 カ ー テ ン,ベ ッ ドカ ー テ ンが 設 け られ,べ
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ッドカーテンは1人 部屋でも取付けられた。カーテンの生地は孺子織の ダマス

クで,船 首 に面す る舷窓のカーテンは裏面又は間に暗幕 をつけて遮光カーテン

としたQ

4-8金 物類

戦前の船舶の金物類 は舷窓 を初めとして腐蝕 を防ぐ為にすべて真鋳,青 銅等

の銅合金でそれを磨 き上げる事も乗組員の大きな仕事の一つであった。

4-9組 合蓮動とその影響

陸上の社会情勢や生活の変化が海上の生活やその環境条件に反映する事は前

に記 した通 りであるが,明 治末期からの陸上生活の思想的背景 が矢張 り海 にも

及んで来る。

明治30年 に労働組合期成会が結成 され,大 正デモクラシーが発達 し,陸 上で

労働組合が徐々に結成 されて,例 えば大正8年 の我国初の神戸の川崎造船所の

大ス トライキ等が起る様 になって,大 正10年 に海上労働者の組合として海員労

働組合がつ くられ,そ れが戦後の昭和20年 に全 日本海員組合 として再建 された。

この様 な労働組合運動の進展につれて漸 く船舶の設備関係の法規が昭和9年 に

逓信省令第6号 の"船 舶設備規程"と して公布 され,そ の後現在までに数10回

の改正が行なわれて来た。

この様な法規的改正 と共に労働組合の力の強化が居住設備の改善 に及ぼ した

影響 は無視出来ない。

5、 第2次 大 戦後 の 居住 設備

戦前の船が何かロマンチックな雰囲気 を持っていたのに比べ戦後の船 は合理

化はされたかも知れないが,そ れも人間の生活の リズムやスピー ドを或程度 ぎ

せいにした上で と云 う感 じが強 く,何 か味 もそっけもない感 じがするのはどう

いう事なのであろうか?こ れは単なる郷愁ではなく確 かに戦前の船はもっと

手が掛って居 り,今 の経済 と生産第一主義の船 に対 していわゆる手造 りの味 と
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云 った 様 な面 が あ っ た と思 う。 つ ま り人 間臭 さ が造 る面 に も運 航 す る面 に もぷ

ん ぷ ん と して い た 様 に 思 う。 そ れ が ロマ ンチ ッ クな雰 囲 気 に な っ て い た の で は

な か ろ うか。

戦 後30年 の変 転 は戦 前 に比 し格 段 に ス ピ ー ドア ップ した。

戦 後 も初 期 に 造 られ た 船 は大 体 戦 前 の 形 を踏 襲 し操 船 上 か ら船 の 中央 附 近 に

ブ リ ッ ジや 居 住 区 の あ る もの が 多か った 。 もっ と も タ ン カー は 戦 前 か ら前 述 の

様 に船 尾 と 中央 に居 住 区 が あ っ た が それ も戦 後 は タ ン ク上 の 居住 区 は 危 険 と い

う事 か ら法 的 に 禁 止 され る と共 に,経 済 的 に も上 部 構 造 を一 カ所 に ま とめ た 方

が 得 策 と い う事 で 操 船 上 の 問 題 は あ る程 度 犠 牲 に して も後 部 エ ンジ ン後 部 ブ リ

ッ ジ及 び居 住 区 の 形 とな り,一 般 貨 物 船 で も居 住 区 と共 に機 関室 を船 尾 に設 け

る船 が圧 倒 的 に 多 くな っ て あ らゆ る種 類 の 貨 物 船 に共 通 す る形 と な っ て 行 っ た 。

一 方 船 の 大 き さ も戦 前 は1万 トン を超 え る船 は 大 船 で い く ら も な か っ た が
,

戦 後 昭 和30年 以 降 主 と して タ ンカ ー で は あ る が急 速 に石 油 化 学 の 発 達 や電 力需

要 の 増 大 と共 に 大 型 化 し,あ っ と云 う間 に3万 トン に な り,5万 ト ンに な り遂

に40万 トン,50万 トン とい う船 が現 わ れ る に至 っ た 。 一 般 貨 物 船 も戦 前 と比 べ

大 きい 事 は 良 い こ と だ とば か り経 済 万 能 か ら大 型 化 さ れ て行 っ た 。

前 記 の様 に居 住 区 が船 尾 に移 り,主 た る振 動,騒 音 源 た る プ ロ ペ ラ や船 が 大

き く且 つ ス ピ ー ドア ップ され た 結 果 大 馬 力化 さ れ た 主 機 関 や,通 風 装 置 の機 械

化 等 が す べ て居 住 区 に近 接 す る事 に な り,更 に船 体 が熔 接 構 造 で リ ジ ッ ドに な

っ て い るの で振 動,騒 音 は 非 常 に良 く伝 播 し新 ら しい 重 要 問 題 を提 起 す る に至

っ て い る。

船 体 の構 造 は 戦 後 暫 くは鋲 構 造 で あ っ た が熔 接 技 術 の 発 達 と共 に漸 次 鋲 構 造

の部 分 を減 少 して 行 きや が て 全熔 接 船 に 変 っ て行 っ た 。 で は こ れ 等 の 居 住 区 の

位 置 や船 体 構 造,建 造 方 法 等 の 変 化 と共 に居 住 区 の 設 備 は 如 何 に 変 っ て行 った

か以 下 考察 して み よ う。

5-1ア レ ン ジ メ ン トの 変 化
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5-1-1居 住 区 の全 体 配 置

戦 後 暫 ら くの 間 は乗 組 員 の 数 も戦 前 と同 じ く40～50名 で上 部構 造 も可 成 り大

きか った が,コ ン ピ ュ ー ター が普 及 し 自動 化 ブ ー ム が ま きお こ る につ れ て,給

料 の 高 騰 した乗 組 員 の 数 を減 らす 事 及 び 急速 な船 腹 拡 大 に よ る船 員不 足 を カバ

ー す る意 味 か ら船 も極 力 自動 化 しよ う とい う傾 向 が 生 じて乗 組 員 の数 は急 速 に

減 少 し,今 や 戦 前 の 約 半 数 に な っ て 上部 構 造 は 大 巾 に縮 少 され た。 更 に船 舶 士

構 想 も生 れ て士 官 や 部 員 の 甲板,機 関 の 別 を な く し,エ ン ジ ンル ー ム は 無 人 化

して15～18名 の 人 数 で運 航 す る事 す ら考 え られ る に至 っ て い る。

全 体 の ア レ ンジ メ ン トは初 期 に は 戦 前 の もの と変 りは な か っ た 。後 にサ ル ー

ンは 廃 止 され,エ ン ジ ンケ ー シ ン グ艦 側 の ギ ャ レ イ とエ ン ジ ンケ ー シ ン グ間 に

パ ン トリー を設 け,右 舷 側 に オ フ ィサ ー ズ メ ス ルー ム と スモ ー キ ン グ ルー ム を

左舷 側 に レ イ テ ィ ン グ ス メ ス ルー ム と ス モ ー キ ン グル ー ム と い う形 が 極 め て一

般 的 な配 置 と な っ た。

戦 後 の 船 で 顕 著 な の は 甲板,機 関 の 事 務 室 が 設 け られ 益 々 そ の 設備 は 充 実 さ

れ,甲 板,機 関 の 区 別 の な い シ ップ ス オ フ ィス と して 発 展 して,自 室 で 事 務 を

と る事 が ど ん どん滅 少 し 自室 は 本 当の プ ラ イベ イ トな室,休 息 を主体 と す る室

に変 化 しつ つ あ る事 で あ る。

又 戦 後 一 貫 して続 い て 来 た 傾 向 は レ イテ ィ ン グ ク ラ ス の居 住 設 備 が向 上 に向

上 を続 け て来 た事 で あ る。 そ の割 に は士 官 クラ ス の 居 住 設 備 には 変 化 が な く,

その 結 果 と して 両 者 の グ レー ドは接 近 し遂 に は北 欧 船 な ど にモ ノ クラ ス の 船 さ

え出 現 し始 め て い る。

室 の 面 積 は 船 の 大 形 化 に伴 っ て 増 大 し,自 動 化 に よ っ て 余 暇 が増 大 し,人 員

の 減 少 及 び個 室 化 に伴 う精 神 衛 生 的 な面 か ら も ク リエ ー シ ョ ン設 備 が充 実 さ れ,

ジ ム ナ ジ ュ ウ ムや プ ー ル,VTRや 映 画 の 設 備 等 が設 け ら れ る様 に な っ た。 こ

の 傾 向 は 今 後 更 に 人 員 が減 少 し,余 暇 が増 大 す る に従 って 益 々充 実 され る方 向

に あ る。
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5-1-2私 室 の 配 置

戦 後 も初 期 は 戦 前 の デ ー タ を基 に 設 計 され て い た か ら殆 ど戦 前 の も の と配 置

の 原則 につ い て は 変 化 は なか っ た が,我 国 の もの よ り一 般 的 に グ レ ー ドの 高 い

外 国 へ の 輸 出 船 を 多数 手 掛 け る に及 ん で その 影 響 を強 く受 け る様 に な っ た と共

に,陸 上 の 生 活 も戦 後 の復 興 が進 ん で程 度 が高 くな って 来 た事 も影 響 して ,先

に全体 配 置 の 処 で 記 入 した様 に特 に部 員 の 室 の 向上 は著 し く,人 数 的 に も4人

部 屋,2人 部 屋 そ して個 室 へ と変 化 し,外 国船 で ば シ ャ ワー トイ レ付 の レイ テ

ィ ン グ キ ャ ビ ン まで 出 て 来 て い る。

戦 後 の配 置 の 変 っ た 点 と して は 上 記 の 様 な基 本 的 な点 と又 個 々の 室 内 配 置 で,

ベ ッ ドが段 々低 くな っ た 事 ,そ して その 配 置 も船 の 大 型 化 も関 係 して船 首 尾 方

向 の 配 置 に 余 り こ だ わ ら な くな り トラ ン ス バ ー ス 方 向 の も の も大 分 出 て 来 た 事

で あ る が此 の 場 合 頭 は船 体 中 心 側 とす る。 そ して壁 を挾 ん で ベ ッ ドを隣 り合 わ

せ に配 置 す る事 は 避 け るの が 一 般 で あ る。

プ ラ イベ ー トバ ス或 い は シ ャ ワ ー トイ レ ッ トは外 国船 で は可 成 り常 識 的 に な

って お り,日 本 船 も こ の様 な 方 向 に進 む で あ ろ う。

5-2船 内 造 作

戦 後 居 住 区 で 変 った の は 先 ず 材 料 で あ る。仕 切,内 張 材 は 暫 くは戦 前 と同 様

核 板 が使 用 され て い た が急 速 に3ノ×8'の25%厚,13%厚 の橸 合 板 が使 用 され る

様 に な り,つ い で パ ー テ ィ クル ボ ー ドも使 用 され る様 に な っ た 。

天 井 内 張 りは 初 め の 間 サ ル ー ンや キ ャ プ テ ン,チ ー フ エ ン ジニ ヤ ー 等 の 室 に

の み6t～9tの 合 板 が装 飾 的 に張 られ た が,木 甲板 が廃 止 され ,又 エ ア ー コ ン

デ ィ シ ョニ ン グが 常 識 化 し,造 水 装 置 の 普 及 に よ っ て温 冷 水 が 供 給 され るの が

一般 化 す る につ れ て
,ダ ク ト,給 排 水 管,電 線,防 熱 と 多 くの もの が取 付 け ら

れ る様 に な っ て遂 に全 面 的 に施 工 され る様 に な っ た 。

此 等 の仕 上 げ は始 め オ イ ル ペ イ ン トや ラ ッ カ ー の吹 付 けで あ っ た が プ ラス チ

ッ クボ ー ドや プ ラ ス チ ッ ク コー テ ィ ン グが 普 及 し,乗 組 員 の 数 も大 巾 に減 る に
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っ れ,ワ ッ シ ャ ブ ルで あ り メ イ ンテ ナ ン ス に手 が か か ら ぬ事 又火 災 に対 して よ

り安 全 で あ る事 か ら表 面 に プ ラ スチ ッ クボ ー ドを張 っ た り,プ ラス チ ッ ク コー

テ ィ ン グ を施 した材 料 を使 用 す るの が一 般 に な っ た。 然 し,1960年 の 海 上 人命

安 全 条 約 や 我 国 の昭 和27年 の運 輸 省 令 第95号 に よ る防 火構 造 規 程 が実 施 さ れ る

に及 ん で,保 護 方 式 に よ っ て相 異 は あ る が木 製 の 材 料 は 石綿 材 乃 至石 綿 層 を挾

ん だB級 の パ ー テ ィ ク ルボ ー ドが使 用 さ れ る様 に な っ た。

床 は 初 期 に は マ グネ シ ア デ ッキ コ ンポ ジ シ ョ ン が使 用 され た が ア ン カー ピー

ス が い らず 施 工 の 簡 単 な ラバ ー べ 一 スデ ッキ カ バ リ ン グが 出現 す る に 及 ん で 全

面 的 に こ れ に切 換 え られ て 行 っ た。

5。3各 室 別 装 備 品 と そ の 特 徴

各 室 の 装 備 品 は 戦 後 暫 くの 間 は 戦 前 と内 容 的 に は殆 ど変 らな か っ た が,や が

て材 質,仕 口,ス タ イ ル が 大 巾 に変 っ て 行 った 。

木 製 品 は ソ リ ッ ド材 か ら合 板,パ ー テ ィ ク ルボ ー ド,ハ ー ドボ ー ド等 を大 巾

に使 用 す る様 に な り,そ れ につ れ て仕 口 も変 り,ス タ イ ル も伸 縮 の 少 な い こ れ

らの 材 料 の 特性 か ら フ ラ ッ シ ュ な も の に な っ た 。 又,ソ リ ッ ド材 自体 も国 内 の

材 料 が 固渇 す る につ れ て,ラ ワ ンや ニ ヤ ト,マ コ レ等 の 南 方 材 や ア フ リ カ材 が

大 部 分 を占 め る様 に な っ た。

金 物 類 は 直鍮 や 青 銅 か らア ル ミニ ウ ムや ス テ ン レス ス チ ー ル が徐 々 に増 加 し,

更 に プ ラス チ ッ ク産 業 が盛 ん に な る につ れ上 記 の 金 物 の一 部 は プ ラ ス チ ッ ク製

品 へ と再 び変 っ て 行 く と共 に家 具 自体 も鋼 製 品 が 多 くな っ た 。

又取 付 け られ る室 内 の 家 具 備 品 も内 容 が変 化 し,文 房 具 棚 や ピ ロ ー ラ ッ ク,

ウ ォ ッチtケ ッ ト等 は 最 近 は取 付 け られ ぬ 様 に な った 。

5-4給 排 水 設備

造 水 装 置 が船 舶 に装 備 され る様 に な っ て 飲 料 水 は 別 と して雑 用 水 は ラ ンニ ン

グウ ォー タ ーの 使 用 が可 能 に な り風 呂 さ え も真 水 が 用 い られ る様 に な り フ ォル

デ ィ ン グ ラバ トリー は廃 止 さ れ一 般 陸 上 と同 様 な 陶 器 の 洗 面 鉢 と な っ た が船 の
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場 合 ボ ウ ルの 手 前 例 に動 揺 時 に そ な えて 水 返 しの あ る も の が望 ま しい 。

5-5通 風 冷 暖 房 設 備

エ アー コ ンデ ィ シ ョニ ン グ が行 な わ れ る様 に な っ た の は 昭 和40年 頃 か らで あ

る。 丁 度 この 頃 か ら陸 上 で も一 般 家 庭 が普 及 し初 め た頃 で あ ろ う。 然 し こ の エ

アー コ ン デ ィ シ ョニ ン グは 近 年 問題 と な っ て い る騒 音 源 の 一 つ に な りこ の 防止

が重 要 な 問題 で あ る。

5-6採 光,照 明設 備

船 の 窓 と云 うと客 船 を除 き一 般 商 船 の窓 は 丸 い とい うの が一 般 的概 念 で あ ろ

うが最 近 は ル ー ル に よ りA,B,C級 の舷 窓 の 使 用 を規 程 され て い る甲 板 を除

き甲板 室 の舷 窓 は漸 次 丸 窓 か ら角 窓 に そ して 材 料 も ブ ロ ン ズ か ら ア ル ミ合 金 に

変 っ て来 た 。 然 し相 変 らず 一 室 に対 す る使 用 数 は戦 前 と変 らず,採 光 装 置 と し

て考 え るの は 未 だ 無理 で矢 張 り非 常 の際 の 脱 出 口 及 び 外 が 見 え る事 に よ る精 神

的 開放 感 と い っ た 意 味 が大 きい 。

照 明 は 白熱 灯 か ら蛍 光 灯 に変 り,ベ ッ ドラ ン プ も一 般 化 して 光 源 も増 加 し,

昭 和33年 には 照 明 学 会 か ら船 舶 照 度 標 準 も出 さ れ て,室 内 の 明 る さ は戦 前 や 戦

後 す ぐの時 代 と比 べ て格 段 に向 上 した 。

5-7装 飾 品 類

カー テ ン類 は 大 巾 に減 り,入 ロ カー テ ン,一 人 部 屋 の ベ ッ ドカ ー テ ン は廃 止

され た 。

マ ッ トレス は 戦 前 は藁 で あ っ た が 虫 が ひ そみ 易 い とい う事 で使 用 を禁 止 さ れ,

陸 上 で も フ ォー ム ラバ ー,フ ォー ム プ ラ ス チ ック の 良 い もの が次 々 と出 現 し,

提 灯 バ ネ を金 布 で カ バ ー した もの を芯 と した 表 面 を フ ォー ム プ ラ ス チ ッ クで 包

ん だ もの が 用 い られ る様 に な っ た 。 同 時 に ス プ リ ン グマ ッ トレス 乃 至 ネ ッ トス

プ リ ン グが広 く用 い られ る様 に な っ た。

カ ーペ ッ トは 日本 船 で は未 だ に一 般 的 で は な い が,諸 外 国 で は カ ー ペ ッ トは

常 識 的 で あ り,日 本 も陸 上 で は 広 く普 及 しつ つ あ り,又 験 音 対 策 に は極 め て 有
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効であるので近い将来矢張 り常識的な装備品となって行 くだろう。

5-9防 振,防 音について

最近は船舶の居住設備が船尾部分に集中する形の船が多くなり,船 体は熔接

構造でリジッ ドになり,船 もエンジンも大型化 し,高 速化するにっれて,こ の

防振 と防音の問題は居住設備の大きな問題 となって来た。

防振 と防音の問題の最善の解決は振動,騒 音源のエンジン,プ ロペラ,補 機

類からの隔離 が一番であるが船の種類によっては法規的に中々難かしい場合 も

あり,こ の場合は基本的 には固体伝播音の絶縁,空 気伝播音の吸収,発 振源の

音や振動 を極 力小 さくする以外方法はない。

5-10労 働組合の発達及び法規の充実

海上の労働組合運動 も戦後既ひ約30年 を経過 し,そ の協約内容にも居住設備

に直接関係する項目が多く含まれる様 になって,協 約内容は居住設備の設計の

不可欠の条件 の一つになった。

人権重視の傾向は我国だけでなく世界的な傾向であ り,国 際的な条約にまで

発展 して行ったのは1946年 でこの年に国際労働機構総会で"船 内船員居住区 に

関する仮条約第75号"が 採択 され,1949年 に改訂 されその勧告 に従 って主要海

運国で次々と船員設備 に関する法規の改正が行なわれ,更 に1960年 には防火関

係,救 命関係の"海 上人命安全条約"が 定められている。

6.今 後 の 問題 点 とその方 向

船舶の居住設備 も著 るしく向上 したが物 には限界がある以上当然これにも或

限界が考えられる。それはどこであろうか?初 めに書いた様 に船舶も陸上の

生活にリンクしていてその影響 を避けられぬ と同時に海上の特殊条件 とのから

み合いの中で現在の居住設備が設定 されて来た。 そして陸上の一般庶民の生活

の限界が当然海上での生活の限界になるであろ う。然 し最近に至って海上生活

の特殊条件に関する部分が非常に変化 して来ている様 に見 られる。その面で現
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在 の居 住 設 備 は そ れ に フ ィ ッ トしな く な っ て 来 て い る の で は ない か と 考 え られ

る。 そ の 条 件 の 変 化 と は 下記 の 各 項 目 で あ る。

(1)乗 船 期 間 が短 か くな っ た 事,従 っ て所 持 品 の 数 も減 っ た事 。

(2)同 一 船 に同 じ乗 組 員 で長 期 に乗 組 む事 が な くな り,休 暇 毎 に転 々 と船 が

変 り常 に顔 ぶ れ の違 った 人 と乗 組 み親 しみ が薄 くな っ た事 。

(3)人 が減 り,す べ て 個室 に な り,又 乗 組 員 に は ウ ォ ッチ も あ り殆 ん ど顔 を

合 わせ る機 会 が な くな っ て 来 て孤 独 に な り精 神 衛 生 上 の 問 題 が顕 在 化 して 来 る

で あ ろ うと い う事 。

(4)停 泊 期 間 が荷 役 設 備 の 変 革 に よ り短 か くな っ た 事,こ の 為 にポ ー トヘ ル

パ ー 制 度 等 の 制 度 の 変 革 が起 っ た 事 。

(5)人 々 の 娯 楽 の好 み が変 っ た 事 。

(6)乗 船 す る事 に対 す る意 識 が 変 っ た事,即 ち船 を一 種 の ホ ー ム と考 え る の

で は な く,船 に出 勤 す る と い う様 な 考 え方 ,少 し長 い 出張 と云 う様 な意 識 に な

っ て来 て い る事 。

(7)居 住 区 が船 尾 に集 中 し極 め て居 住 環 境 が悪 くな っ た事 。 即 ち振 動
,騒 音

問 題 が顕 著 に な った 事 。

(8)所 持 品 の 質 の 変 化,即 ち丈 夫 で 且 つ洗 濯 も容 易且 乾 燥 の 早 い もの が 出 来

且 設 備 も充 実 した事 によ る内 容 と数量 の 変 化 。

⑨ 上 下 の 階 級 差 の減 少 。

(1① 船 内 の事 務 室 及 び その 設 備 の充 実 。

此 等 の 変 化 を前 提 と して 考 え る と,こ れ か らの 居 住 設 備 の あ り方 と して は
,

次 の様 な線 で 考 え て行 くべ きで は な い か と思 わ れ る。

(1)所 持 品 の 数 量,質,内 容,変 化 か ら各 居 室 の収 納 設 備 を全 面 的 に見 直 し

実 状 に合 った もの に改 定 す る。

② シ ップ ス オ フ ィス の 充 実 に よ り居 室 で事 務 を執 る事 は 非 常 に減 っ た の で
,

居 室 の 事 務 設 備 は 本 を読 ん だ り手紙 を書 く程 度 とす る。
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(3)乗 組 員 の 減 少 に伴 う精 神 衛 生 問 題 の 発 生 を防 止 す る為 に 出来 る丈 人 と会

う共 通 の場 を設 け る様 に す る。

(4)居 室 は 寝 室 とい う要 素 を主 と し,皆 で共 通 に使 用 す る デ ィル ー ム を設 け

る。

(5)人 手 も少 ない 事 か ら頑 丈 さ,機 能 の 良 さ,イ ー ジ ー メイ ンテ ナ ンス を重

点 とす る。

(6)防 振,防 音 面 か ら居 住 区 は エ ン ジ ンル ー ム か ら縁 を切 る。

(7)陸 上 の 現 代 の 居住 設 備,又 船 に出 勤 す る,又 は 長 期 出張 とい う意識,不

特 定 多数 の 人 が使 用 す る現 在 の 乗 船 形 態,使 用 期 間 が短 期 で あ る事 等 か ら考 え

て 私 室 の 設備 は 陸 上 の 稍 高 級 な ビ ジ ネ ス ホ テ ル 並 で 良 い の で は な か ろ うか。

(8)ポ ー トヘ ル パ ー制 度 の 発 達 に よ り家族 訪 船 用 の 設 備 は不 要 と考 え る。

(9》 防 音,防 振 の 面 か ら フ ル カ ー ペ ッ トとす る。

(10)余 暇 の増 大 及 び 精 神 衛 生 面 か ら リ ク リェ ー シ ョ ン設 備,例 え ば ジム ナ ジ

ウ ム,ホ ビー シ ョ ップ,映 画 やVTRの 設 備,プ ー ル等 は 必 要 で あ ろ う し,近

頃 の若 い 人 は 殆 ん ど誰 で も何 ら かの 楽 器 が い じれ る とい う様 な現 状 か ら音 楽 を

演 奏 した り,聞 く様 な設 備 も要 る だ ろ う。

と も あ れ船 舶 の居 住 設 備 は 今 後 も そ の勤 務 状 態 の変 化,陸 上 生 活 の 変 化,又,

人 々の 思 想 的,意 識 的 変 化 に伴 っ て変 化 し続 け て ゆ く だ ろ う。 我 々は そ れ等 の

変 化 の 方 向 を常 に正 確 に把 握 して正 しい 解 決 方 法 を掴 む必 要 が あ ろ う。

以 上
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